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１．調査概要
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調査対象者 保健センター、旧町保健センター、休日夜間急病診療所の利用者

調査方法 窓口配布、窓口・郵送回収

調査実施期間 令和2年10月12日～令和2年10月31日

回収結果
配布数：1,424
回収数：1,156
回収率：約81.2％

調査項目

Ⅰ．あなたご自身について

問 1 性別 n=1,156

問 2 年齢 n=1,156

問 3 職業 n=1,156

問 4 住所 n=1,156

問 5 妊娠・障害 n=1,156

問 6 同居家族 n=1,109

Ⅱ．「豊川市総
合保健センター
（仮称）」につ
いて

Ⅱ-１ 健康増進の推進 問 7 健康づくりについて n=991

Ⅱ-２ 「日本一子育てしやすいまち」
を実現するための保健センター

問 8 子育て支援について n=955

問 9 妊産婦ケアについて n=902

Ⅱ-３ 地域医療への貢献
問 10 救急医療機関について n=1,072

問 11 救急医療機関選択理由 n=1,037

Ⅱ-４ その他

問 12 欲しい施設について n=1,040

問 13 継続希望事業について n=1,043

問 14 旧町保健センターについて n=1,020

問 15 交通手段について n=1,031

Ⅲ．自由意見 問 16 その他ご意見、ご要望等 -

※n値（回答者数）については、項目単位で未回答者がいるため、回答数にずれあり



東部中学校区, 

14%

南部中学校区, 

15%

中部中学校区, 

10%

西部中学校区, 

12%

代田中

学校区, 

7%
金屋中学校区, 7%

一宮中学校区, 9%

音羽中学校区, 6%

御津中学校

区, 7%

小坂井中学校

区, 6%

不明, 5%

市外, 

1%

無回答, 2%

自営業（商工業、

サービス業、建設

業、農業）, 10.7%

民間の企業・団体の

勤め人, 10.7%

自由業（開業医、弁

護士、著述業等）, 

0.8%公務員, 4.2%

パート・アルバイト, 

17.5%

家庭で内職, 1.3%

学生, 

0.3%

家事専業（主婦、主

夫）, 27.7%

無職, 24.0%

その他, 1.4%
無回答, 1.6%

男性, 26%

女性, 73%

無回答, 1%

２．集計結果
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問1：性別 問2：年齢 問3：職業

問4：住所 問5：妊娠・障害 問6：同居家族（複数回答）

300

31

28

11

338

13

50

128

333

162

いずれもない

介護を必要とする人

障がいのある成人

障がいのある児童

65歳以上の人

妊娠している人

中学生・高校生

小学生

乳児を除く小学校入学前の幼児

乳児（１歳未満の幼児）

0 100 200 300 400

 Ⅰ．あなたご自身について
n=1,156 n=1,156

n=1,109

n=1,156

n=1,156 n=1,156

10歳代, 0.0%

20歳代, 

12.6%

30歳代, 

29.2%

40歳代, 6.1%50歳代, 3.5%

60歳代, 

12.9%

70歳代, 

27.9%

80歳代以

上, 6.4%

無回答, 1.5%

妊娠している, 4.3%

障がいを持って

いる, 3.0%

いずれもない, 

86.0%

無回答, 

6.7%
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-1 健康増進の推進

問7：誰もが健やかにいきいきとくらせるまちを実現するために、「新保健センター」が積極的に行う
べき取り組みは何だと思われますか（複数回答）

7

29

72

73

94

123

145

173

203

214

243

245

256

302

605

その他

外国人の健康づくりを支援

健康に関する研修会や講演会等

事業のPRなど保健センターを利用しやすい環境の整備

食生活に関する相談

歯科健診・相談・教育

健康に関する相談

健康に関する教室

こころの健康相談

新型インフルエンザ等新興感染症への対策

自主的な健康づくり活動を支援

大規模災害時における医療体制の強化

予防接種等感染症対策

出産や育児に関する相談

健康診断・がん検診

0 100 200 300 400 500 600 700

【その他】
• 育児代行（ベビーシッター）
• 子育てしやすい環境作り、公園+駐車場+トイレ+遊
具、広場

• 眼科も必要と思う
• 民間の気持ちで接してほしい。もっと気を使って物
事に当たってほしい

• 老後の対応相談
• 特になし 他

２．集計結果

n=991
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-2 「日本一子育てしやすいまち」を実現するための保健センター

問8：子どもがいきいきと健やかに育つために、「新保健センター」が積極的に行うべき取り組みは何
だと思われますか（複数回答）

12

70

167

189

213

262

331

359

433

497

その他

外国人が相談しやすい窓口に配慮する

予防接種に関する相談体制を強化する

妊娠中の悩みや不安に対する産前サポートを行う

障がいのある子どもに関して相談できる窓口を設置する

乳幼児健診の充実

子育て全般に関する知識・情報を提供する

産後すぐの育児不安や体調不良等に対する産後サポートを行う

子育てに必要な交流の場所や機会を提供する

子育てに関して相談できる体制を強化する

0 100 200 300 400 500 600

２．集計結果

n=955
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-2 「日本一子育てしやすいまち」を実現するための保健センター

問8：子どもがいきいきと健やかに育つために、「新保健センター」が積極的に行うべき取り組みは何
だと思われますか（複数回答）

乳幼児健診における具体的な充実内容

• 健診を受けていない家庭のサポート
（虐待を防ぐため）

• その月齢になった時の速やかな検査

• 発達に応じた健診

• 健診を増やす

• 全額補助

• 待ち時間を減らす

• 少人数制

• グレーの子や障がいが疑われる場合、病院との連携が
とれるようにしてほしい。

• 体重の管理

• 発育状況 他

その他

• 乳幼児に限らず、子育て相談（小学生、中学生、思
春期にも対応）

• ココニコのような屋内で子供が遊べる施設

• 一家庭に1人ベビーシッター

• 産院と連携する

• 不妊・不育症に対するサポート体制

• 働いてる親のためにも保健センターまで出かけなく
ても近くの場所（集会所）で休日でも相談できるよ
うなシステムができると良い。

• 産後の職場復帰相談

• 子ども室内で遊ぶ広場

• このままでいいと思う 他

２．集計結果
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61

111

123

218

258

265

316

431

435

その他

多胎児への支援

祖父母等への出産・育児に関する教室の実施

出産後早期の助産師による電話相談の実施

助産師による妊娠期からの訪問指導

助産師による赤ちゃん訪問指導の実施

助産師による母乳相談など授乳に関する相談の充実

個室でゆっくり相談できる仕組みや体制の整備

妊婦や夫への出産・育児に関する教室の充実

生後半年から１歳未満の産後ケア（母の休息と育児相談）の実施

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

7

 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-2 「日本一子育てしやすいまち」を実現するための保健センター

問9：「新保健センター」では、妊産婦ケアの機能を充実させる予定ですが、妊産婦支援に何を期待
しますか（複数回答）

２．集計結果

n=902
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-2 「日本一子育てしやすいまち」を実現するための保健センター

問9：「新保健センター」では、妊産婦ケアの機能を充実させる予定ですが、妊産婦支援に何を期待
しますか（複数回答）

多胎児における具体的な支援内容

• 市から定期的に訪問など積極的に動いてあげて欲しい

• 外出しにくいので訪問して相談を受けることや、保育
園への優先入園

• 妊娠中から注意点などの知識やサポート

• 母親の心のケア

• 夜間、祝日も支援

• 訪問＆世話のヘルプ

• 母の睡眠

• 訪問指導

• ヘルパー

その他

• 産後心のケア

• 優先的にすぐ保育園に入園できる

• 第三者からの夫への教育

• 主人への教育

• 妊婦、乳児育児家庭の利用できるサービス斡旋・充
実（家事サポなど）

• 仕事してても参加しやすい日曜に教室を開く

• 上の子の送迎などのサポート

• 何もいらない

２．集計結果
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-3 地域医療への貢献

問10：夜間や休日に、救急車を呼ぶほどではな
いが発熱や腹痛等で医療が必要なとき、
どの医療機関を選択しますか

9

9

75

382

618

その他

その他の市外医療機関

その他の市内医療機関（当番病院）

豊川市民病院

豊川市休日夜間急病診療所

0 100 200 300 400 500 600 700

57

5

57

77

94

167

273

325

その他

治療に要する費用

待ち時間

診療に従事する人員体制の充実度

日ごろのかかりつけ医

検査機器などの設備の充実度

立地条件（距離など）

特に理由はない

0 100 200 300 400

問11：その医療機関を選択した最も大きな理由
は何ですか

２．集計結果

n=1,072 n=1,037
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-3 地域医療への貢献

問10：夜間や休日に、救急車を呼ぶほどではな
いが発熱や腹痛等で医療が必要なとき、
どの医療機関を選択しますか

問11：その医療機関を選択した最も大きな理由
は何ですか

その他

• 様子を見る

• 電話で県のこども医療に相談

• かかりつけ医

• しばらく様子をみる（例：夜なら朝まで待つ）

• 専門医が当直でない場合、他の機関を探してしまう。

• 救急の電話をして様子を見る。

• 引っ越したばかりでよくわかっていない 他

その他

• そこしか知らない、そこしかない 41件

• 体制や診察時間 8件

• 安心・信頼 2件

• 次の状態を考えて

• 出産場所

• 優先順位で判断

• そうあってほしいと市が願っている

• 問10のためにあると考える

２．集計結果
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-4 その他

問12：「新保健センター」にあって欲しい施設は何ですか。（複数回答）

8

79

89

149

167

170

196

238

303

308

408

418

その他

栄養指導を受けられるキッチンスペース

最新の情報が見られる展示コーナー

健康に役立つ講座が開催される研修室

来所時に利用できるコンビニやカフェ、自動販売機コーナー

健診や相談時等に託児ができる場所

同世代、同じ悩みの人が集えるスペース

気軽に休憩などで立ち寄れる憩いの空間・スペース

健康について専門的な相談ができる専用窓口

屋外の散歩コースや遊具・健康器具

こどもが遊べる空間・スペース

健康についてなんでも相談できる総合窓口

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

【その他】
• 夜間の救急受け入れ強化
• きかい設備
• 軽易なトレーニング器具の設置
• 病児保育、託児室
• 認知症カフェ
• 心理カウンセラー相談

２．集計結果

n=1,040
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 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-4 その他

問13：「新保健センター」の開設後、既存事業のうち、地区市民館
等あなたの身近な場所に残してほしい事業（複数回答）

82

194

233

339

722

特に必要ない

健康に関する教室

健康に関する相談

育児相談

健康診断・がん検診

0 100 200 300 400 500 600 700 800

23

262

349

391

その他

一部の機能を地域に残すことは必要だが、旧町の”

保健センター”以外の施設でもよい

できるだけ1か所（新しい総合保健センター）に機

能を集約し、サービスの質を向上するのが良い

一部の機能を旧町にある”保健センター”にそのまま

残すべきだ

0 200 400 600

1

19

28

42

45

81

849

その他

タクシー

バス

徒歩

電車

自転車・バイク

自動車

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

問14：多機能な「新保健センター」がオープンした後、健康福祉
センター（旧一宮町）、音羽福祉保健センター旧音羽町）、
御津福祉保健センター（旧御津町）の保健センター機能は
必要だと思いますか

問15：あなたがもし「新保健センター」を利用する場合、どのよう
な交通手段を利用すると思われますか

【その他】
• 今は運転できているが、できなく
なった時行く方法に困る

２．集計結果

n=1,043

n=1,020

n=1,031



13

 Ⅱ．「豊川市総合保健センター（仮称）」について
Ⅱ-4 その他
問14：多機能な「新保健センター」がオープンした後、健康福祉センター（旧一宮町）、音羽福祉保健
センター旧音羽町）、御津福祉保健センター（旧御津町）の保健センター機能は必要だと思いますか

その他

• 詳しくないので分からない

• 車を運転できるうちは良いが乗れなくなったら身近
にあると便利、安心

• 高齢になるほど、遠くては利用できない

• 近くに必要です

• 行ったことない

• 老人は車で行けない人も多い

• 機能を集約するのは管理しやすいだろうが、地域住
民にとっては利用しにくくなります。

• 全ての機能アップを目指すべき

• 使用したことがないのでわからない（旧各町以外に
在住のため）

• 市民にスペースを貸し、生涯学習に活かす

• 集約して良いと思うが、その場合は交通手段を充実
させてほしい

• 利用したことがないので分からない。今まで利用し
てきた人の意見を尊重すべき

• 家からどれも遠いのでよくわからない。しかし近く
にないとなかなかいかないと思う

• 足がよければ遠くへいきたい

• 今のコロナ禍で診療を控える人が増えているのと同
じ結果になる。（距離、待ち時間は大きなネック）

• 高齢になれば近くのセンターしか利用できない

• 年老いて車に乗れなくなるから 他

２．集計結果
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 Ⅲ．自由意見

２．集計結果

• 別紙参照



３．総括
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 豊川市総合保健センター（仮称）整備に向けた総括

【健康増進への取り組み】
• 「健康診断・がん検診」への期待が非常に高い。
⇒健康診断・がん検診を受けやすい仕組みづくりや、より快適に健診を受けてもうらた
めの施設整備が求められる。

【子育て支援への取り組み】
• 「相談体制の強化」や「交流の場所や機会の提供」への期待が高い。
• 妊産婦支援については、「産後ケア（母の休息と育児相談）」や「妊婦や夫に対する教
室」への期待が高い。
⇒現状よりも充実した相談体制を構築するとともに、気軽に相談を受けやすい場所の確
保やプライバシーに配慮した環境の整備が求められる。
また、子育て世代の交流、妊婦や夫向けの教育・不安解消等を推進できるようなイベン
ト・教室等の積極的な開催に必要な交流スペース・ホールの整備が求められる。

【休日夜間急病診療所の取り組み】
• 軽症時の第一選択として、休日夜間急病診療所がおおよそ認知されているが、一方で市
民病院への受診傾向も多く見受けられる。
⇒一部の住民は、設備面への期待や休日夜間急病診療所に対する認知不足から市民病院
を選択している。救急医療への理解及び休日夜間急病診療所の存在に関し、継続的にア
ピールや啓蒙活動を実施していくことが求められる。
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 豊川市総合保健センター（仮称）整備に向けた総括

【希望する施設】
• 「相談のための総合窓口や専門的な相談窓口」、「こどもが遊べる空間・スペース」、
「散歩コースや遊具・健康器具」に対する期待が高い。また、自由意見でもこどもが遊
べるスペースを求める意見が見受けられる。
（豊橋市の「ココニコ」を例に出す方が多い）
⇒アンケートで抽出された期待される機能に応じた施設・設備への期待が大きく、健康
づくりや子育て支援を充実させるための設備やスペースの整備が求められる。

【旧町保健センターにおける機能の継続】
• 旧町保健センターまたは同地域で保健事業を継続して欲しいという意見が約6割あり、
「健康診断・がん検診」については身近な場所で実施したいというニーズが強い。ま
た、自由意見でも近隣に保健センターや相談できる場所を望む意見が見受けられる。
⇒「健康診断・がん検診」「相談事業」については、旧町保健センターの近隣住民に配
慮した場所での継続した実施が求められる。

【交通手段】
• 9割以上が「自動車」での利用を想定している。また、自由意見で駐車場に関する意見
が見受けられる。
⇒1日あたりの利用者数に配慮した駐車台数の確保や高齢者への利用を考慮した駐車し
やすい駐車場の整備が求められる。

３．総括


